
川崎市自治基本条例と地方主権
川崎市議会議員 ほりぞえ健

高津発

日本改革日本改革！！

ほりぞえ健ニュース
２００４年９月号 No.１６
民主党 ほりぞえ健事務所

（１）ほりぞえ健ニュース ２００４年９月号

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学２年）の３人家族

〒213-0033

川崎市高津区下作延266  エスビル4階

（溝の口駅徒歩２分 高津区役所隣り）

（堀添）
そうですね。この点についてはいろ
いろな議論がありますし、たとえば
最初に自治基本条例を制定した北海
道のニセコ町でも、そうした立場か
ら制定に反対する議員もいたと聞い
ています。
近年、自治基本条例が注目されてい
るのは、地方分権、地方主権の流れ
が背景にあります。今までのように、
横並びで一律的な自治体運営であれ
ば、全国同一のルールであっても問
題はないのですが、地方主権のもと
で自治体が独自性をもったまちづく
りや自治体運営を行うにあたっては、
自治体ごとに基本的なルールを定め
明確にする必要があります。
（事務局）
現在、並行して検討されている新総
合計画との関係はどのようになって
いるのでしょうか。
（堀添）
まず押さえておかなければならない
ポイントは対象の違いです。基本構
想・基本計画は自治体行政部門の最
上位の計画であるのに対し、自治基
本条例は自治体全体の最高規範とし
ての位置づけとなります。たとえば、
議会や議員に対する規定は新総合計

（事務局）
川崎市では全国の政令指定都市に先
駆けて、１２月に自治基本条例の制
定が予定されていますね。
（堀添）
はい。昨年１０月に「自治基本条例
検討委員会」が発足し、委員会での
検討と市民討議が行われてきました
が、先日、最終報告が阿部市長に提
出されました。この報告をもとに、
現在行政側で条例素案の作成を行っ
ていますので、予定通り進むと１２
月定例議会で審議し議決することに
なると思います。
（事務局）
「自治基本条例」とはあまり聞き慣
れない名称ですが、どういう条例な
のですか。
（堀添）
名前そのままですが「川崎市におけ
る自治の基本について定める条例」
です。そのため、あくまで一つの条
例ではありますが、他の条例や規則
等に対しては最高規範としての性格
を有することになります。
（事務局）
自治の基本については、憲法や地方
自治法で規定されていますが、なぜ
条例として制定が必要なのですか。
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画には入りませんが、自治基本条例
では規定されることになります。
その上で、両者の違いを考えますと、
自治基本条例は自治の基本的理念や
運営原則について重点的に定めてい
るのに対し、基本構想・基本計画は
具体的な施策体系やその内容に重点
が置かれています。どちらも地域社
会の課題を解決するという点では同
じですが、理念や基本ルールを定め
た自治基本条例と、その上での具体
的な方向性や施策を体系的に定める
基本構想、基本計画ということにな
ります。
（事務局）
８月１７日に市長に提出された検討
委員会報告書の特徴はどのようなも
のでしょうか。

自治基本条例制定の流れ（予定）自治基本条例制定の流れ（予定）

２００３年１０月２００３年１０月 「自治基本条例検討委員会」発足

－学識者委員４名、市民委員３０名

２００４年２００４年 ４月４月 検討委員会「中間報告」

２００４年２００４年 ８月８月 検討委員会「最終報告」

２００４年２００４年 ９月９月 市行政「自治基本条例素案」作成

２００４年１２月２００４年１２月 市議会「自治基本条例」審議
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（堀添）
今回の最終報告は、７月に発表された報告書案の前文が
改訂された他、大きく変更された点はありませんでした。
私が所属している市議会総務委員会において、総合企画
局から報告を受けましたが、委員会での議論はいくつか
の点に集中していたように思います。
第１は市議会および議員に関する項目、第２は区民会議
をはじめ区に関する項目、第３は自治の取り組みに関す
る審議会「（仮称）川崎市自治推進委員会」についての
項目です。
私自身、まだ報告書の内容を十分読み込めていませんが、
現時点で感じた点をいくつか述べさせていただきますと、
まず第一に、予想していた以上にしっかりとした報告書
である、ということです。今回の報告書は、市側事務局
がたたき台を出し、それに基づき議論を行うといった、
他市において一般的に行われているような手法によらず、
ある意味完全にボトムアップ的に作成されました。私も
何回か委員会の審議を傍聴しましたが、自由で活発な意
見交換が行われているのに感心した反面、果たしてこの
ままで一定の成果物として報告書をまとめられるのだろ
うか、という一抹の不安を感じたのも事実です。結果的
にこの不安は杞憂に過ぎなかった訳です。
検討会の目的としては、川崎における自治のあり方を明
確にすること、１３０万大都市として行政区の役割を再
構築すること、コミュニティ活動に立脚したまちづくり
をめざすこと、の３つが合意され、報告書としてまとめ
られたわけですが、報告書を読んでいると、検討委員会
のメンバーの想いが伝わってくる内容に仕上がっている
と思います。
６月定例会を振り返った時にもお話ししましたとおり、
私は常設型の住民投票制度が設定されること、そして先
ほどの２点目の目的と関連しますが、区への分権が位置
づけられていることを高く評価しています。どちらも具
体的な内容については、自治基本条例を受けて別途検討
していくことになりますが、これらの方向性は、大都市
川崎の自治を推進していく上で、欠くことのできない要
素であると思います。
（事務局）
住民投票制度、区行政改革については、各々、検討が進
められていますね。
（堀添）
そうですね。住民投票制度については、住民だけでなく
議会や市長にも発議権を認めること、１８歳以上の未成
年者や一定の条件を満たす外国人市民にも投票権を与え
ること、等の方向性で検討が進められています。また、

前ページからの続き

（２００４年８月２５日）

行政区については、報告書の中でも、区役所の役割と責
務、区に対する市長の責務、区民会議の設置、区の予算
の確保等が記載されています。
区に関していえば、本年５月に発表された報告書『区行
政改革の基本方向』の内容をもう一歩取り込んでもよい
ように感じています。どちらの報告書も、基本的な方向
性は同じ向きを向いているのですから、地方自治法等の
既存法制度との関連はあるものの、区民会議の設置以外
にもできるだけ具体性をもった要素を規定できるとよい
と思います。
（事務局）
今後の課題はどのような点でしょうか。
（堀添）
市民の方々とお話ししていて感じるのは、そもそも自治
基本条例がなぜ必要なのか、地方主権、地方分権の流れ
の中で、この条例がどのような役割を担うのか、といっ
た基本的な部分について、まだまだ伝えきれていないと
いう点です。今後、行政が作成した条例素案をもとに全
市でタウンミーティングが行われる予定ですが、こうし
た場を含めて、できるだけ多くの方に意義を理解してい
ただくことが非常に重要になってくるように思います。
また、これは課題ということではありませんが、自治と
いうことを考える上で、国や都道府県、あるいは行政区
やコミュニティの視点も包含していかなければならない
のかもしれません。ある人間を考えた場合、その人間が
川崎市の市民・住民であれば、当然神奈川県の県民・住
民であり、日本国籍を持っていれば日本人でもあるわけ
です。また、高津区の区民であり、地域コミュニティの
メンバーであるかもしれない。今回は当然ながら、川崎
市という基礎的自治体の範囲を対象とする自治の基本的
ルールとして、自治基本条例の検討が行われているわけ
ですが、各々のレベルで同様のルールが必要であり、ま
たその内容間で整合性が図られなければ、実効的なルー
ルとしては十分機能しない危険性があります。
たとえば、AとBという２つの政策的選択肢があった場
合、高津ではAが、川崎ではBが、神奈川ではAが、全
国ではBが決定される、ということも起こり得るわけで
す。その場合、合理性を損なわない範囲で、できるだけ
小さなレベルでの選択を優先することが基本だとは思い
ますが、利害が相反する場合には特に、単純な割切りは
できないのかもしれません。今後、地方分権の検討の中
で、自治体の範囲、規模自体が再検討されることになる
と思いますので、その面からも複合的に考えていく必要
があるように感じています。
自治基本条例検討委員会の報告を受け、９月上旬には、
行政側で作成した条例素案が発表される予定です。総務
委員会での報告でも、今回の報告書の趣旨を尊重して素
案作成作業が進められているということですので、基本
的には条例としての形式を整える作業が中心になるよう
です。
いずれにせよ、自治基本条例は川崎市における自治の基
本について定めた最高規範というべき重要な条例となり
ますので、これから各地で開催されるタウンミーティン
グへの参加をはじめ、一人でも多くの市民の方に関心を
もっていただき、議論に加わっていただくよう働きかけ
る必要があると思います。川崎市のホームページには、
今までの議論の経過も含め、詳しい情報が掲載されてい
ますので、あわせて参考にしていただければと思います。
（事務局）
長時間にわたり、ありがとうございました。
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自治基本条例検討委員会自治基本条例検討委員会 報告書報告書
２００４（平成１６）年８月

川崎市自治基本条例検討委員会
Ⅰ 総則的部分

１ 条例名称について
２ 前文について
３ 条例の位置付け
４ 定義
５ 市民自治の基本理念
６ 自治運営の基本原則 （情報共有の原則） （参加の原則）（協働の原則）

Ⅱ 自治の主体それぞれの役割と責任
１ 市民
（１）市民の権利 （包括的な権利）

（知る権利）
（参加する権利）
（意見を表明し、提案する権利）
（行政サービスを享受する権利）

（２）市民の責務
（３）事業者の社会的責任
（４）コミュニティ（地域におけるコミュニティの尊重） （市とコミュニティの関係）
２ 議会 （議会の設置及び議員の宣誓）

（議会の権限と責務）
（議員の責務）

３ 市長・行政
（１）市長その他の執行機関 （市長の設置）

（市長その他の執行機関の権限、責務等）
（市長等の宣誓）

（２）行政運営
（３）計画的な行政運営
（４）行政組織のあり方
（５）財政運営等
（６）苦情、不服等に対する措置
４ 区 （区及び区役所)

（区役所の役割と責務）
（区に関する市長の責務）
（区における自治の推進）
（区の予算の確保）

Ⅲ 自治拡充推進のための制度等
１ 情報共有による自治の営み
（１）情報提供
（２）情報公開
（３）個人情報保護
２ 参加、協働による自治の営み
（１）総合計画等への参加
（２）審議会等への参加
（３）パブリック・コメント制度
（４）評価
（５）住民投票制度
（６）協働のための施策整備等

Ⅳ 国や他の自治体との関係について
Ⅴ （仮称）川崎市自治推進委員会 （注）下線は市議会総務委員会で議論が行われた主な項目（注）下線は市議会総務委員会で議論が行われた主な項目

報告書の全文は川崎市ホーム報告書の全文は川崎市ホーム
ページにも掲載されています。ページにも掲載されています。

http://http://www.city.kawasaki.jpwww.city.kawasaki.jp//
のトップメニュー画面左下にありまのトップメニュー画面左下にありま
す「す「WebWeb自治基本条例」自治基本条例」

からお入りください。からお入りください。



日時：２００４年８月２９日（日）
午後１時半から４時まで。

場所：てくのかわさき
溝の口駅徒歩５分

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

第１第１４４回回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第１４回 ８月２９日 午後１時半～てくのかわさき

「自治基本条例と地方分権」

第１５回 （日時未定）

「川崎市の教育改革」

（４）ほりぞえ健ニュース
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東
京
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員
会
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決
定
が
話
題
を
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ん
で
い

る
。
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「
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
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と
い
う
用
語

は
意
味
や
内
容
が
使
用
す
る
人
に
よ
っ
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ま
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ま
で
、
誤
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じ
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る
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教
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。
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く
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し
て
い
る
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れ
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な
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り
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祝
う
の
も
差
別
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど
の
言
説

は
極
論
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
」
の
本
質
で
あ
る
と
捉
え
る
の
は
、
そ
も
そ

も
こ
う
し
た
用
語
が
生
み
出
さ
れ
た
理
由
と
背
景

を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
／
さ

て
、
冒
頭
の
入
試
問
題
だ
が
、
同
校
に
よ
れ
ば
三

つ
の
う
ち
ど
れ
を
選
ん
で
意
見
を
書
い
て
も
い
い

そ
う
だ
。
「
い
ろ
い
ろ
な
選
択
が
あ
っ
て
い
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
と
い
う
。
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
」
も
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
事
務
局
ゆ
）

災害義援金ご支援のお願い 民主党神奈川第１８区総支部災害義援金係
銀行振替：三井住友銀行 溝ノ口支店

普通７０２１４１６
新潟、福島、福井をはじめ、被災地の復興、被災者の救援を目的
に、災害義援金募金活動を行っています。

〒２１３－０００１

川崎市高津区溝口１－２０－１０

東方ビル３階

電 話：０４４－８５０－１２０５

ＦＡＸ：０４４－８５０－１２０６

溝の口駅、高津駅から徒歩５分です。１階
が文具店のビルの３階です。

http://www.the-hidaka.net/

民主党民主党 神奈川県神奈川県

第１８区総支部事務所第１８区総支部事務所

このニュースはご自宅にも配送しております。毎月確実にご覧になりたい方は、
ほりぞえ健事務所までお気軽にご連絡ください。（電話８５５－１４７９）

（ひだか剛事務所も併設しております。）

２００４年９月号


